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新
た
な
魅
力
づ
く
り
で
目
指
す

に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

流
氷
が
は
ぐ
く
ん
だ
オ
ホ
ー
ツ
ク
の

自
然
と
恵
み

　

本
年
６
月
26
日
〜
28
日
、
東
京
の
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅

前
広
場
で
「
環
境
と
観
光
を
考
え
る
ウ
イ
ー
ク
〜
流

氷
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
と
い
う
網
走
市
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
巨
大
な
流
氷

の
塊
９
個（
計
10
ｔ
）と
と
も
に
、「
流
氷
の
天
使
」の

愛
称
で
知
ら
れ
る
ク
リ
オ
ネ
も
飼
育
展
示
さ
れ
、
詰

め
掛
け
た
多
く
の
観
客
の
人
気
を
呼
ん
だ
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
前
年
６
月
に
続
く
２
回
目
の
開
催

で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
下
に
あ
る
流
氷

の
現
状
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
自
然
環
境
の
変
化
、
網

走
市
に
お
け
る
流
氷
と
観
光
の
か
か
わ
り
な
ど
を
首

都
圏
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
網
走
市
お
よ
び
オ

ホ
ー
ツ
ク
へ
の
注
目
度
を
さ
ら
に
喚
起
し
、
地
球
環

境
の
保
全
に
つ
い
て
全
国
発
信
し
よ
う
と
の
意
図
で

企
画
さ
れ
た
。

「
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
広
場
で
自
治
体
の
主
催
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
試
み
だ
そ

う
で
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
昨
年
も
今
年
も
各
方
面

か
ら
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
大
場
脩
網
走
市
長
で
あ
る
。
期
間

中
に
は
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ラ
ジ
オ

番
組
に
出
演
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
の
環
境
の
素

晴
ら
し
さ
や
流
氷
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
も
大
い
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
大
場
市
長
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は

沿
岸
諸
地
域
を
は
ぐ
く
む「
母
な
る
海
」だ
と
力
説
す

る
。

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
に
は
、
網
走
市
を
は
じ

め
と
す
る
北
海
道
網
走
支
庁
管
内
の
19
市
町
村
が
あ

り
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
は
沿
岸
で
も
内
陸
で
も
個

性
的
で
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
か
つ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
暮
ら
す
人
々
を
苦
し

め
も
し
た
、
流
氷
を
象
徴
と
す
る
厳
し
い
自
然
環
境

の
た
ま
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
同
時
に
流
氷
の
厳
冬

期
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
芽
吹
き
の
春
、
育
成
の
夏
、

実
り
の
秋
が
鮮
や
か
に
巡
っ
て
く
る
の
で
す
」

　

流
氷
接
岸
地
域
と
し
て
世
界
南
限
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

沿
岸
は
、
世
界
有
数
の
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ

れ
は
流
氷
に
付
着
す
る
豊
富
な

藻
類
と
、
氷
下
の
海
に
大
量
発
生

す
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
お
か
げ
で
も

あ
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
流
れ
の
中
、

流
氷
の
量
や
接
岸
期
間
が
急
速
に
減
り
つ
つ
あ
る
。

「
平
均
気
温
が
２
℃
上
昇
す
れ
ば
流
氷
は
消
滅
す
る

と
い
う
の
が
流
氷
研
究
者
の
定
説
で
す
。
こ
こ
約

１
０
０
年
間
で
網
走
市
の
平
均
気
温
は
０
・
７
℃
上

昇
し
、
流
氷
の
量
は
約
40
％
も
減
っ
て
い
ま
す
。
氷

は
年
々
薄
く
な
り
、
今
冬
の
流
氷
接
岸
期
間
は
わ
ず

か
７
日
間
で
し
た
。
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
近
年

の
文
明
の
力
で
、
厳
冬
期
に
も
快
適
な
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
環
境
変

化
の
裏
で
何
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
も
っ
と
関
心
を
高
め
る
べ
き
で
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前
で
の
『
環
境
と
観
光
を
考
え

る
ウ
イ
ー
ク
』
は
、
網
走
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
全
国
発

信
す
る
事
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
足
元

を
見
つ
め
直
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
大
場
市
長
）

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

観
光
交
流
促
進
事
業

　

自
然
環
境
の
変
化
と
は
ま
た
別
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

観
光
の
定
番
だ
っ
た
流
氷
見
物
や
、
夏
の
快
適
な
気

候
を
満
喫
す
る
と
い
っ
た
従
来
型
の
物
見
遊
山
的
観

光
も
、
多
様
化
の
時
代
を
迎
え
て
徐
々
に
需
要
が
変

化
し
つ
つ
あ
る
。

「
網
走
市
域
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
能
取
湖
・
網
走
湖
・
リ
ヤ
ウ
シ
湖
・
藻
琴

湖
・
涛
沸
湖
の
５
つ
の
個
性
的
な
湖
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。
湖
畔
で
は
広
大
な
草
原
に
牛
馬
が
放
牧
さ

れ
、
北
海
道
で
も
格
別
な
牧
歌
的
景
観
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
東
側
に
は
知
床
連
山
・
海
別
岳
・
斜
里
岳
、

南
に
は
摩
周
岳
・
雄
阿
寒
岳
・
雌
阿
寒
岳
。
周
囲

３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
景
観
が
楽
し
め
る
天
都
山
は

道
内
唯
一
の
景
観
名
勝
指
定
を
受
け
、
市
域
一
帯
は

網
走
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
網
走
市
に

限
ら
ず
北
海
道
の
観
光
は
こ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た
天

然
の
観
光
資
源
を
観
光
客
の
皆
さ
ま
に
た
だ
見
て
い

た
だ
く
こ
と
で
ほ
ぼ
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
は
待
つ
だ
け
の
受
け
身
の
観
光
で
は
、

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
現
代
の
観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
、
網
走
市
独
自
の
新
た
な

観
光
の
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」（
大
場
市
長
）

　

具
体
的
に
は
エ
コ
ツ
ア
ー
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
手
法
を
活
用
し
た

体
験
型
・
学
習
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
な
る
が
、

網
走
市
の
場
合
、
内
容
が
網
走
市
な
ら
で
は
の
独
自

性
に
満
ち
て
い
る
。
例
え
ば
網
走
市
で
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
沿
岸
に
広
が
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
代
表
的
遺
跡

「
国
指
定
遺
跡
・
モ
ヨ
ロ
貝
塚
」
を
中
心
と
す
る
史
跡

公
園
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
モ
ヨ
ロ
貝
塚
は
古

代
末
期
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
現
れ
、
約
５
０
０
年
間
の

文
化
的
繁
栄
を
築
い
て
か
ら
中
世
初
期
に
こ
つ
ぜ
ん

と
姿
を
消
し
た「
謎
の
民
族
」「
流
氷
の
民
」と
も
い
わ

れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
の
集
落
跡
だ
。
こ
の
オ
ホ
ー
ツ

ク
文
化
の
痕
跡
を
活
用
し
た
学
習
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

構
築
す
れ
ば
、
網
走
市
で
な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
オ

世界最南限の流氷の海・オホーツクを行く流氷観光砕氷船「おーろら」

大場 脩
網走市長

（北海道）

市 政 ル ポ 網走市

網走の物産がそろい、流氷情報も得られる道の駅「流氷街道網走」
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網走市　市 政 ル ポ

（北海道）

ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
網
走
市
の
有
す
る
高

度
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
生
か
さ
れ
る
予
定
だ
。
網
走

市
は
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
地
と
し
て
全
国
的
に
有
名

で
あ
る
。
各
種
目
の
有
名
選
手
や
全
日
本
級
の
チ
ー

ム
な
ど
も
数
多
く
合
宿
す
る
。
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
つ
と
し
て
、
そ
う
し
た
チ
ー
ム
や
選
手
が
出
場

す
る
練
習
試
合
の
観
戦
に
、
周
辺
の
観
光
ツ
ア
ー
な

ど
も
組
み
合
わ
せ
た
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
方
式
な
ど
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
網
走
湖
沿
岸
に
は
、
約
50 

ha
の
市
所
有
農
場

（
旧
刑
務
所
農
場
）
が
あ
る
。
こ
の
農
場
の
周
辺
環
境

は
ま
さ
に
広
大
な
ビ
オ
ト
ー
プ
そ
の
も
の
だ
。
網
走

市
で
は
こ
の
農
場
を
市
民
の
憩
い
の
場
と
す
る
と
と

も
に
、
観
光
客
の
農
業
体
験
、
各
種
加
工
体
験
な
ど

の
で
き
る
場
と
し
て
も
整
備
す
べ
く
、
現
在
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　

従
来
は
流
氷
観
光
以
外
、
観
光
面
で
は
活
用
さ
れ

る
こ
と
の
比
較
的
少
な
か
っ
た
網
走
港
も
、
新
た
な

発
想
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

「
今
年
１
月
、
冬
季
に
は
流
氷
観
光
砕
氷
船
『
お
ー
ろ

ら
』
へ
の
乗
降
デ
ッ
キ
（
お
ー
ろ
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
）
と

も
な
る
、
網
走
港
か
ら
網
走
川
沿
い
に
少
し
入
っ
た

川
筋
地
区
に
、
道
の
駅
を
兼
ね
た
『
み
な
と
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー　

流
氷
街
道
網
走
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
ま
た
網
走
港
に
は
日
本
最
大
の
豪
華
客
船『
飛

鳥
Ⅱ
』
や
『
に
っ
ぽ
ん
丸
』
も
毎
年
入
港
し
ま
す
。
航

空
機
と
小
樽
・
網
走
間
の
ク
ル
ー
ズ
を
セ
ッ
ト
に
し

た
『
に
っ
ぽ
ん
丸
』
に
よ
る
『
飛
ん
で
ク
ル
ー
ズ
北
海

道
』
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
網
走
港

を
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
広
域
観
光
を
代
表
す
る
玄
関
口

と
し
て
整
備
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」（
大
場
市
長
）

　

み
な
と
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
地
場
産
品
売
場

や
飲
食
施
設
な
ど
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
の
観
光
情
報
、
流
氷
情

報
も
気
軽
に
検
索
で
き
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
備

え
て
お
り
、
早
く
も
網
走
市
の
新
名
所
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
と
網
走
川
を
隔
て
た
対
岸
に
は

前
述
の
モ
ヨ
ロ
貝
塚
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
網
走
川

に
橋
を
架
け
、
両
岸
を
「
観
光
客
が
回
遊
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
」と
も
大
場
市
長
は
語
っ
た
。

網
走
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

新
産
業
創
出
へ
の
努
力

　

平
均
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
流
氷
は
年
々
薄
く
な

り
、
接
岸
期
間
も
不
安
定
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
一

方
で
流
氷
を
守
る
事
業
も
始
め
ら
れ
て
い
る
。
オ

ホ
ー
ツ
ク
地
方
全
域
で
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
ホ
テ
ル
の

温
度
調
節（
夏
は
高
め
、
冬
は
低
め
）を
す
る
な
ど
の

諸
施
策
を
通
じ
、
Ｃ
O2
削
減
に
よ
る
温
暖
化
対
策「
オ

ホ
ー
ツ
ク
流
氷
ト
ラ
ス
ト
運
動
」
を
実
施
し
て
い
る

の
だ
。
効
果
が
形
に
表
れ
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
を

要
す
る
が
、
環
境
維
持
に
つ
い
て
の
観
光
客
へ
の
啓

発
、
市
民
の
意
識
の
高
揚
に
は
着
実
に
つ
な
が
る
は

ず
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
観
光
振
興
と
環
境
対
策
が
こ

れ
だ
け
密
接
な
関
係
に
あ
る
地
域
も
、
全
国
的
に
珍

し
い
。
そ
れ
は
網
走
市
を
は
じ
め
と
す
る
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
方
の
風
土
性
が
、
い
か
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
自
然

環
境
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
維
持
さ

れ
て
い
る
か
を
示
す
証
拠
と
も
い
え
る
。

　

同
様
に
網
走
市
が
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
網
走
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業
」も
、
そ
ん
な
オ
ホ
ー

ツ
ク
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
、
網
走
市
な
ら
で
は
の
地
場

産
品
を
十
全
に
活
用
す
る
た
め
の
高
付
加
価
値
化
事

業
で
あ
る
。

「
こ
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
先

駆
的
な
事
業
と
し
て
大
成
功
し
た
の
が
オ
ホ
ー
ツ
ク

産
キ
ン
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
す
。
キ
ン
キ
は
全
国
市

場
で
、
ほ
と
ん
ど
が
煮
魚
用
の
扱
い
で
す
。
こ
の
需

要
を
拡
大
し
よ
う
と
５
年
前
に
築
地
の
仲
買
人
さ
ん

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
刺
し
身
、
す
し
、
ゆ
で
、

焼
き
、
蒸
し
…
な
ど
、
多
彩
な
調
理
法
の
ご
紹
介
と

試
食
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら
網
走
産
キ

ン
キ
の
市
場
価
格
は
１
㎏
３
０
０
０
円
か
ら
平
均

４
５
０
０
円
ぐ
ら
い
に
急
上
昇
し
、
現
在
も
高
値
安

定
し
て
い
ま
す
」（
大
場
市
長
）

　

同
様
の
手
法
で
ブ
ラ
ン
ド
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
の
が
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
で
あ
る
。
サ
ケ
よ
り
小
型
な

が
ら
脂
の
乗
り
が
良
い
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
は
、
地
元
で

は
サ
ケ
以
上
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
手
始
め
に
今
年
か

ら
友
好
都
市
・
厚
木
市
の
ホ
テ
ル
に
卸
さ
れ
、
優
良

食
材
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
、

厚
木
市
内
の
学
校
給
食
用
食
材
と
し
て
採
用
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
関
し
て
は
、
完

熟
し
た
マ
タ
タ
ビ
の
菓
子
食
材
と
し
て
の
活
用
な

ど
、
地
域
性
に
富
ん
だ
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
並
行
し
て
精
力
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
地
元
の
雇
用
創
出
・
拡

大
を
主
眼
と
す
る
新
産
業
の
育
成
事
業
だ
。

「
こ
の
事
業
で
今
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
鳥
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
ミ
ュ
ー
の

飼
育
と
活
用
で
す
。
ク
ジ
ラ
と
同
様
、
エ
ミ
ュ
ー
に

は
ま
っ
た
く
捨
て
る
部
分
が
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
に
活
用
で
き
ま
す
。
熱
帯
の
鳥
で
あ
り
な
が
ら
雪

も
苦
に
し
な
い
強
さ
を
持
ち
、
飼
育
が
非
常
に
容
易

で
す
。

　

網
走
市
に
は
東
京
農
業
大
学
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン

パ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
農
大
の
先
生
が
市
内
の
業
者 オホーツク文化の貴重な出土品が展示されている「モヨロ貝塚館」

人気急上昇中の網走産オホーツクサーモン（カラフトマス）のフィレを揚げた
ご当地グルメ「オホーツク網走ザンギ丼」

網走港にて優雅な船体を輝かせる日本最大の豪華客船「飛鳥Ⅱ」東京農業大学の協力により新たなビジネスモデルを構築中の「エミュー牧場」
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網走市　市 政 ル ポ

（北海道）

日
照
時
間
も
長
い
。
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
は
最
適
だ
か

ら
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
法
政
ラ
グ
ビ
ー
部
を
誘
致
し

な
い
か
と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
を
ご
縁
に
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す

が
、
２
年
目
に
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
た
こ

と
と
、
３
年
目
に
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
網
走
で
合

宿
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
非
常
に
効
果
的
で
し
た
。

代
表
選
手
が
所
属
チ
ー
ム
に
帰
り
、
網
走
市
の
良
さ

を
宣
伝
し
て
く
れ
た
の
で
す
」（
大
場
市
長
）

　

網
走
市
で
の
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
は
ラ
グ

ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
、
ボ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
種

目
の
選
手
、
団
体
が
訪
れ
る
。
昨
年
の
北
京
五
輪
の

直
前
合
宿
で
は
、
男
子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
（
３
選
手
全

員
）、
男
女
各
１
万
ｍ
代
表
選
手
な
ど
が
国
内
最
終

調
整
を
行
っ
た
ほ
ど
信
頼
感
も
高
い
。

　

夏
の
平
均
気
温
が
16
〜
19
℃
、
日
照
時
間
が
全
国

で
最
も
長
く
、
雨
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
第
三
種

公
認
陸
上
競
技
場
、
総
合
体
育
館
、
プ
ー
ル
の
ほ
か
、

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
か
ら
「
日
本
一

の
芝
生
」
と
評
価
さ
れ
た
６
面
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
16
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
野
球
場
、
多

目
的
屋
内
ド
ー
ム
な
ど
を
完
備
し
た
「
網
走

ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

と
い
う
優
れ
た
施
設
が
あ
る
。
特
に
ラ
グ

ビ
ー
・
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
や
サ
ッ
カ
ー
・
Ｊ

リ
ー
グ
な
ど
の
チ
ー
ム
に
と
っ
て
、
合
宿
期

間
中
を
通
じ
て
天
然
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

一
面
ず
つ
割
り
当
て
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
は
非

常
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
時
間
の
制
約
な
し
に

練
習
で
き
る
こ
の
網
走
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム

も
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
最
適
の
地
と
し
て
の
網

走
市
の
評
価
を
不
動
に
し
た
要
因
の
一
つ
だ

ろ
う
。

「
中
で
も
当
初
か
ら
関
係
の
深
か
っ
た
ラ
グ

ビ
ー
界
と
の
ご
縁
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
２
月
に
は
ト
ラ
イ
数
に
応
じ

て
各
チ
ー
ム
と
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
が
基
金

を
積
み
立
て
、
森
林
保
全
活
動
を
行
う
自
治

体
に
寄
付
を
す
る『
ト
ラ
イ
・
フ
ォ
ー
・
グ
リ
ー

に
薦
め
た
こ
と
に
よ
り
、
十
数
年
前
か
ら
エ
ミ
ュ
ー

飼
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
何
と
か
ビ
ジ

ネ
ス
化
で
き
な
い
か
と
考
え
農
大
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
分
析
研
究
・
加
工
・
販
路
拡
大
な
ど
多
方
面
へ

の
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
」（
大
場
市
長
）

　

エ
ミ
ュ
ー
の
飼
育
と
活
用
は
「
地
方
の
元
気
再
生

事
業
」
と
し
て
、
昨
年
度
、
今
年
度
と
続
け
て
採
択

さ
れ
た
。
主
な
取
り
組
み
は
「
新
規
飼
育
者
に
よ
る

飼
育
実
証
試
験
」「
孵ふ

化
お
よ
び
ペ
ア
リ
ン
グ
適
正
に

関
す
る
研
究
」「
エ
ミ
ュ
ー
製
品
の
加
工
製
造
技
術
の

確
立
」「
エ
ミ
ュ
ー
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
・

販
路
確
立
」に
分
類
さ
れ
る
。

「
高
タ
ン
パ
ク
低
カ
ロ
リ
ー
の
肉
は
食
肉
用
、
卵
は

料
理
素
材
や
工
芸
品
用
（
殻
）、
肉
と
皮
の
間
に
あ
る

脂
肪
分（
エ
ミ
ュ
ー
オ
イ
ル
）は
石
け
ん
や
化
粧
品
の

素
材
と
し
て
優
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
保
湿
性
に
優

れ
た
エ
ミ
ュ
ー
オ
イ
ル
の
化
粧
品
は
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
サ
ー
ジ
用
に
も
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
方
に

も
保
湿
性
が
優
れ
た
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
す
で

に
分
か
っ
て
い
ま
す
。
網
走
市
と
し
て
も
、
こ
の
生

産
・
採
卵
・
加
工
・
流
通
の
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
を
通

じ
て
、
雇
用
の
拡
大
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
大
場
市
長
）

　

網
走
市
で
は
さ
ら
に
起
業
支
援
策
と
し
て
、
起
業

を
希
望
す
る
人
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
補
助
（
30
万

円
以
内
）、
新
製
品
開
発
を
目
指
す
企
業
へ
の
補
助

（
２
０
０
万
円
以
内
）、
製
品
化
し
た
商
品
の
販
売
強

化
支
援（
適
宜
）な
ど
も
用
意
し
て
い
る
。
市
内
企
業

が
新
製
品
を
開
発
し
た
場
合
、
市
が
買
い
取
っ
た
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
枠
を
活
用
で
き
る
制
度
も
あ
り
、
地
域
産

業
の
活
性
化
に
き
め
細
か
な
施
策
を
次
々
と
実
施
し

て
い
る
。
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

合
宿
誘
致
事
業
で
深
ま
る

ス
ポ
ー
ツ
界
と
の
絆

　

８
月
、
網
走
市
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
ま
ち
中
が
に

ぎ
わ
う
季
節
を
迎
え
る
。
網
走
市
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

誘
致
事
業
は
昭
和
63
年
、
法
政
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の

合
宿
を
受
け
入
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
当
時
、
網
走
市
の
職
員
だ
っ
た
私
の
と
こ
ろ
に
、

法
政
大
学
出
身
の
知
人
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
が
言
う
に
は
夏
の
網
走
は
気
候
も
い
い
し
、

合宿中のラグビー・トップリーグ各チームによるオープン戦は真夏の風物詩

ン
事
業
』
の
第
１
回
目
の
贈
呈
先
と
し
て
、
網
走
市

を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ほ
ど
で
す
」（
大
場
市
長
）

　

網
走
市
で
は
ラ
グ
ビ
ー
協
会
か
ら
贈
ら
れ
た
寄
付

金（
１
２
５
万
円
）で
苗
木
を
買
い
、
網
走
ス
ポ
ー
ツ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
植
樹
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
今
後
10
年
程
度
続
け
ら
れ
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

10
年
、
さ
ら
に
20
年
が
た
っ
て
こ
の
苗
木
が
大
き

く
育
つ
こ
ろ
に
は
、
本
欄
で
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て

き
た
、
網
走
市
の
各
種
活
性
化
事
業
の
成
果
も
、
確

か
な
実
り
の
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
に
違
い
な
い
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
）

市民の健康づくりのため市職員が考案したカニチョッ筋体操が目下、大ブレーク中
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